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タイ王国の農業視察団が

JA 北つくば花き部会は，9 月 9

荷所において，9 月彼岸出荷コギクの

し，採花時期や出荷規格の確認を行

て，他産地から出荷されたコギクの

地のレベルの高さを感じる機会となりました

コギク彼岸出荷向け目揃え

8 月 25 日，タイ王国のタナティップ

業関係者が，下妻市の農業を視察しました

視察団は始めに梨のほ場と選果場

体験や，生産者との意見交換をおこないました

は日本の梨の生産が難しいのですが

や収穫作業，選果施設に大変興味を

な意見交換がされていました。また

い「しゃりしゃりした食感が良く，

梨のおいしさに感心したようでした

県県西西農農林林事事務務所所

（（筑筑西西地地域域農農業業改改

FF

00 月月号号

筑筑西西

が下妻市の農業を視察しました！

9 日，明野野菜集出

コギクの目揃え会を開催

行いました。あわせ

されたコギクの展示を行い，他産

となりました。

また，普及センターより，県育成

陸サニーバニラ」「常陸サマールージュ

シルキー」の現地試験報告を行

促しました。

普及センターは，選ばれる産地

らも生産者の活動を支援していきます

え会を開催！！

のタナティップ大使と同国の農

しました。

選果場を視察し，梨の収穫

をおこないました。タイで

しいのですが，視察団は梨のほ場

を持ち，生産者と活発

また，梨の試食もおこな

，甘味もおいしい」と

したようでした。

その後，ビアスパークしもつまに移動

工施設と直売所の視察をおこないました

売所のような，生産者が農作物を持ち

ムは少なく，施設の運営方法や管理について

りました。販売されている農作物の質

あがり，生産や商品管理について意見交換

下妻市はタイ向けの梨の輸出を実施

を機に更なる交流の活発化と輸出拡大
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県育成コギク新品種「常

サマールージュ」「常陸サマー

行い，新規での作付けを

産地となるよう，これか

していきます。

移動し，併設する梨の加

をおこないました。タイには日本の直

ち込み値決めするシステ

について多くの質問があ

質の高さにも驚きの声が

意見交換されていました。

実施しており，今回の視察

輸出拡大を目指します。

稲刈りも終盤に入り，秋の

深まりを感じます。本年も

実りの秋に感謝です。



～編集後記～

ハロウィンといえばお化けカボチ

ャですが，当初はカブで作っていま

した。善霊を呼び寄せる意味がある

ようですが，闇夜に浮かぶ姿は大人

になった今でも恐いです…（阿久津）

普普及及員員ののひひととりりごごとと ～～大大畑畑 明明～～

皆皆様様かかららののごご意意見見・・情情報報おお待待ちちししてておおりりまますす。。

昨年の３月に定年退職となりましたが，また縁があり本年の４月１日

より現職場に復帰しました。今まで大変お世話になった方々とお会い

し，皆さんが元気に活躍されている姿を見てうれしく思いました。今後

ともよろしくお願いいたします。

8月27日，第4回農業学園「経営と簿記記帳の入門講座」を開

催しました。

始めに経営の基礎として，目標設定や PDCA サイクルの重要性

と，SWOT 分析の活用方法，マーケティングの初歩を学び，その

後，実際の青色申告書を使用しながら，複式簿記の基礎から青色申

告決算書の作成までの流れを体験しました。

参加者からは「自分の経営をもう一度見直してみたい」，「青色申

告に取り組んでみたい」との声が聞かれました。当部門では，今後

も学園生の農業経営に役立つ講座を開催していきます。

農業学園 経営講座を開催！

お知らせ！

農農輝輝祭祭 開開催催ししまますす！！

本年も農輝祭（のんきさい）が下記の通り

開催されます！ぜひご来場下さい！

1.日時：10月 13日(月･祝) 10時～15時

2.場所：JAファーマーズマーケット

きらいち筑西店

3.内容：さつま芋掘り(10時～14時)

ジャム作り(10時～15時)

模擬店 等

なお，さつま芋掘り・ジャム作りは，普及セ

ンター(0296-24-9218担当.稲毛田・宮城)

まで，事前申込みをお願いいたします。

皆様のご来場をお待ちしております！

9月5日，JA北つくば岩瀬青年部が，高品質米生産活動の一環として成熟期及び

坪刈り調査を実施しました。まず，普及センターから収穫適期の判定方法，収穫後の乾燥調製について

説明し，その後，各部員の圃場で坪刈り調査を行いました。最後に，今年は出穂期以降に高温が続いた

ため胴割粒や乳白粒が出やすいことを説明し，できるだけ刈遅れがないように注意を促しました。

部員からも「適期から何日経過したら刈り遅れになるのか」，「チャートを利用して，他の品種でも同

じように収穫適期を判定しても良いのか」など，高品質米生産に向けて活発な質問がありました。

今後は収量・品質について分析を行う予定です。調査結果は，来年度の作付けと更なる高品質米の生

産に向けて活用していきます。

高品質米の生産に向けて ～JA北つくば 岩瀬青年部の取組～

農農業業法法人人のの皆皆様様へへ
県では，新たに農業経営を開始する新規就農者を後

押しする農業法人等の取組を支援します！

1.支援対象の取組

・研修生を独立させる

・産地の維持拡大に向け担い手を確保する 等

2.支援対象となる経費

研修生等が新たな経営を開始する際に必要となる

農地借地料，施設・機械リース料 等

3.負担割合

・農業法人等（事業実施主体）1/4

・新規就農者 1/2 ・県 1/4(500千円上限/年)

詳細は普及センター（0296-24-9206）か，

農業経営課技術・担い手支援室(029-301-3844)

にお問い合わせください。


